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琉球列島の生物地理学研究
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2004年から始まったＣＯＥプ□グラムでは､5年間もの間、

様々な活動を行ってきました。

琉球大学２１世紀COEプ□グラムの教育計画の－つに挙

げられているlnternationalSummerProgram(以下サマ

ープ□グラム)は､平成17年(2005年)から計4回開催さ

れました。
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COEセミナーは46回開催され、国内外の先生方|ここ講演いただきました。
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サマープ□ク､ラム2005年

サマープログラム2006年

サマープログラム2007年

サマープログラム2008年

国際シンポジウム｡ワークショッブ
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第１回ＣＯＥ國際サマープログラム実施報告

竹村明洋(種の多様性研究グループ）

琉球大学２１世紀ＣＯＥプ□グ`ラムの教育計画の

－つに挙'ずられているlnternatlonalSummer

Program(以下サマープ□グ$ラム)が平成17年度

から始まった｡合年度のサマープ□グラムは､西

原、の琉球大学キャンパス(主に理学部)と本部H］

の熱帯生物圏研究センター瀬底実験所において

平成17年６月27曰から８月26曰の2ヶ月間にわた

って行われた。

プログラム及び担当講師は以下の通りである。

1.DiversityoffOodrelationshipsandsymbiosisin

coralreefs(担当講師:十尾誠､曰高道雄､上原剛）

2.Physiologicaladaptationoffishesincoralreef

envlronment(担当講師:竹村明洋）

招贈講師としてJohnMLaurence博士(南フ□リ

グ大学生物学科教授)､ThomasMoon博士(オ

タワ大学生物学科教授)及びMathilakathVijayan博

士(ワーテル□－大学生物学科助教授)を招いた。

アメリカ合衆国､カナダ'､中国､バングラデシュ､韓

国(2名)及び曰本の計7名の学生が受講した。

サマープ□グラムの－週間は､生物多様性に関

するセミナー(月曜曰午前中)､それぞれの研究

(月曜曰午後～金曜曰午前)､そしてプログレスレ

ポート(金曜曰午後)を－ユニットとして組み立て

た｡また､サマープ□グ`ラムの受講生や講師と､琉

球大学の学生やポスドワとの融和も図るために、

沖縄の伝統行事への共同参加や誕生パーティ､さ

らにはフィールドトリップなどを頻繁に企画した。
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フィールドトリップ後の集合写真
実験中の受講生
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沖縄伝統行事(ハーリー競争)に国際チームとして参加サマープログラム担当講師と受講学生との
研究打ち合わせ風景
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プログラム実施報告

伊澤雅子(生態系の多様'性研究グループ）

第２回ＣＯＥ国際サマ１－

本年度のサマープ□グラムは､琉球大学西原キ

ャンパスと石垣島において､６月28曰から８月17曰

の約2ヶ月にわたって行われた｡う回は､陸域の生

物多様性をテーマとし､中国からHuangZhongli‐

ang博士(ChineseAcademyofSciences)を招膳

し､以下のような2つのコースで行った。

そしてそれらのデータより､オオヒキガエルと在来

カエルとの間の競争の種類と程度を解析した。

これらの野外調査は､参加者にとっては新しい

経験であり､最初は不'|貴れであったものの､スタッ

フにアドバイスを受けながら徐々に'|貴れていった。

1．Speciesdive｢sity,spatialstructuraand

ecologicalpropertyofthehumidsubtropical

forest(杷当講師:萩原秋男､横田二嗣､傳田哲郎）

2．lmpactofexoticvertebrateonthenative

blodiversityonasubtropicalisland(相当講師:太

田英利､伊澤雅子､立原一憲､会丼秀行､佐藤

綾）
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コース1は､琉球列島や隣接する地域において

典型的な極相ないし極相に近い植生のひとつと

される常緑広葉樹林を対象に､その種組成､それ

そ､れの種の空間配置､そして生態的機能に関する

総合的な理解を目的とした｡コース2は､湿潤亜熱

帯島|Ｍ１における､帛外から人為的に持ち込まれた

動物の在来生物相に対する影響の形や程度につ

いて解析することを目的とした｡両コースとも野

外調査は南琉球の石垣島で行った。

本プ□グ`ラムの参加者は､タイ(1名)､インド(１

名)､中国(2名)から計4名と､琉球大学の留学生

(韓国から1名､バングラディッシュから1名)､琉球

大学博士後期課程に在学中の曰本人学生の計７

名であった。

植物班では､於茂登岳中腹に400平方メートル

のコドラートを設置し､その中のすべての植物個体

にマーキング､を行って､種名と幹直径､樹高を記

録した｡そしてそれらのデータより､森林の層構成

や構成種のパターンを解析した。

一方､動物班では､二次林であるバンナ公園や

水田地帯において､外来種であるオオヒキガエルと

在来のカエル類の生息密度や､冑内容物を調べた。
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植物班野外調査風景:毎木調査
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動物班野外調沓風景:カエルのセンサス(下）

この後､琉球大学西原キャンパスにて､石垣島で

得られたデータの解析とディスカッションを行い､サ

マープ□グボラムの研究成果発表会を開催した。

l轤慰Ｉｍｉ
球大学２１世紀COEプログラム最終報告書
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第３回ＣＯＥ国際サマープログラム実施報告

｢サンゴの個体群動態､生殖､発生､共生生物学」

一彦(熱帯生物圏研究センター瀬底実験所）曰高道雄(理学部)｡酒井

各参加者は､これら2つのプ□ジェワトのどちら

かに参加し､関連したテーマを研究した｡参加者

は､本プ□グ'ラム中に得られた結果を取りまとめ，

レポートを作成し､そのうちのいくつかについては

学術雑誌上で公表されている。

講義は､サンゴの生態学､生理学､共生生物学、

環境問題とストレス応答､分子生物学､進化そして

生物統計学など幅広い分野にわたって提供され

た。

2007年６月23曰より８月22曰までの2ヶ月間､琉

球大学熱帯生物圏研究センター瀬底実験所にて、

第３回COE国際サマープ□グラムを開催した｡合

回のサマープ□グラムでは､サンゴの個体群動

態､生殖､発生､そして共生牛物学に関する理解を

深めることを目的とし､参加学生は､国際的なサ

ンゴ礁研究者との共同研究および講義を通して上

記の研究分野について体験しながら学ぶことが

できた。

企画｡運営は､曰高道雄(理学部教授)｡酒井一彦

(熱帯生物圏研究センター瀬底実験所准教授)が

コーディネーターとして担当し､実際の運営には

COE研究員2名(磯村尚子｡波利丼佐紀)が協力し

た｡さらに国内外の著名なサンゴ礁研究者7名を

招膳し､講義および実験指導に協力してもらった。

受講者は､外国人12名､曰本人3名の計15名であ

った。

研究は(1)サンゴの個体群動態と生殖牛態学、

および(2)サンゴの発生と共生生物学の2つのプ

□ジェクトに分かれ､前者を酒井､後者を曰高が担

当した。

研究テーマについて

プロジェクト1．

サンゴの個体群動態と生殖に関するプ□プェク

ト(酒井担当)では､下記の研究テーマについて野

外調査と水槽実験を行った。

(1)クサビライシ科サンゴの生態分布:瀬底晨北の

離礁5地点でクサビライシ科サンゴの水深別の分

布調査を行った。

(2)クサピライシ科サンゴの種内および種間競争：

水中重量法により種内競争と種間競争のどちら

が､成長に影響を及ぼすかを検討した。

(3)ワサピライシ科サンゴの幼生生態:同種サンゴ、

他種サンゴおよび藻類が､幼生の定着行動に及ぼ

す影響を検討した。

(4)ワサビライシ科サンゴの種間交雑:雌雄異体のト

ゲワサビライフとマルワサピライフの間で､種間の

交雑が起こるかを検討した。

(5)ブーガウニの分布パターンと'|生比
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招贈講師

ProfYbssiLoya(Tel-AvivUniversity,lsrael）

ProfRobertvanWoesik(Florldalnstituteof

Technology,USA）

DrKazueAso(SeikeiUniversity,Japan）瀬底実験所玄関での記念写真

琉球大学２１世紀CoEﾌﾞﾛｸﾞﾗﾑｰ巖ii勢ii鬚露鏡7３１
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長率やストレス耐性を比較した。

(3)培寶褐虫藻を用いて､増殖速度や遊走細胞形

成頻度が温度ストレスによりどのように変化する

かを調べた。

(4)サンゴと共生する褐虫藻がサンゴ礁底質に存

在することを感染実験により証明した。

(5)イソギンチャクと褐虫藻の共生開始に伴うタン

パク質プ□フィールの変化

(6)サカサクラゲのテ□メアの研究

特に苦労した点は､満月の後1週間以上続けた、

深夜から早朝におよぶサンゴの放卯放精の観察

である｡サマープ□グラム参加者に加え､瀬底実

験所で研究を継続している非常勤研究員や大学

院生の協力も得て､時間別に□－テーションを組

んで観察にあたった。

招贈講師

ProfRobe｢tAKinzielll(UniversityofHawaii，

USA）

Dr・AndrewBaird(JamesCookUniversity，

Australia）

D｢MisaklTakabayashi(UniversityofHawaiiat

HilqUSA）

D［TbshikiWatanabe(OceanResearch

lnstitute,UniversltyofTbkyqJapan）

クサビライシの産卵を観察する□ヤ教授と受講生 種
の
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様
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褐虫藻の単離培養を指導する

キンジー教授と受講生

プロジェクト2．

サンゴの発生と共生生物学に関するプ□ジェク

ト(曰高道雄担当)では下記の研究が行われた。

(1)ミドリイシ属サンゴの発生過程および褐虫藻と

の共生開始機構:褐虫藻感染の時期およびプラヌ

ラ幼生内での分布パターンの変化を調べた。

(2)サンゴ幼生や－次ポリプのストレス耐性と褐虫

藻タイプの関係:様々な宿主由来の褐虫藻を与

え､異なる褐虫藻タイプをもつサンゴポリプの成

特に苦労したのは､実験材料であるサンゴのプラ

ヌラ幼生の確保であった｡多くの人たちの協力を

得て､５月の産卵時期に生まれたプラヌラ幼生を

毎曰新鮮な濾過海水で水換えを行い飼育し､サマ

ープログ`ラムの開始時まで幼生をもたすことが

できた。

i蕊;m１ｍ
球大学２１世紀COEプログラム最終報告書
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第４回ＣＯＥ国際サマ プログラムの実施報告

新垣誠司(ＣＯＥ研究員）

■否オーー

-.蕊
第４回ＣＯＥ国際サマープログラムは､2008年６

月１７曰から８月15曰までの2ヶ月間､西原キャンパ

スを拠点として開催された｡海外(アメリカ､イスラ

エル､タンザニア)から招贈講師3名と大学院生４

名を迎え､本学からも大学院生5名が参加し､琉球

列島に存在する多様な生態系の機能や相互の関

連について､物質循環の視点から研究に取り組ん

だ｡特に､陸と海をつなぐ河川生態系と多彩な生

態系が混在する沿岸生態系に着目して活動した。

オーガナイザーとして土屋誠､大森保､藤村弘行、

および新垣誠司が企画と運営を担当した｡招贈講

師としてProfRobertHRichmond(Universityof

Hawaii,USA)､ProfZvyDubinsky(Barllan

Unive｢sity,lsrael)､ＤｒＰ｢osperMfilinge

(UniversityofDaressaalamTanzania)が講義

を行った。

う回のサマープ□グ`ラムは､沖縄島の河川と備

瀬海岸をフィールドに2つのプ□ジェクトを柱とし

た｡それそiれ森林‐河川一沿岸､砂浜一海草藻場

一サンゴ礁を三位一体のシステムとしてとらえ、

その成り立ちと多様な機能を明らかにするための

取り組みがなされた。
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HIII

Dubinsky教授を交えて研究計画について

議論する参加者たち
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報得川の水質測定:昼間(上)、夜間(下）

報得川の水質測定:昼間(上)、夜間(下）

河川プ□ジェクトは､自然林の残る沖縄島北部

の源河川､および人工的な環境に囲まれた南部の

終jiEi鬘蕊霞
琉球大学21世紀ＣＯＥプ□グラム是

7５



lliilプログラム2008サマー

また､2005年度にCOEの設備として導入され

た湿式自動化学水質分析装置(QuAAtro)は､両

プ□ジiエワトを通じて大活躍であった｡短時間に多

くのサンプルを処理できるため､効率よく分析を

進めることができた。

参加者は､期間中に得られたデータを取りまと

め､2グループに分かれて成果発表をおこなった。

各グループの内容と杷当者は､次のとおりであ

る。

Group１．Biological，chemicalandphysical

characteristicsofriversystemsinthe

Okinawalsland

tlntroduction(OhnmarMyint）

2.Sitesanddiumalvariationofthechemical

andphysicalaspectsintherive「system

OzumiMimura）

３．BiologicallChemicalandphysicalcharacter-

isticsofOkinawanRivers(ShadrackUlomi）

４.OccurrenceofTbtalandFecalColiform

BacteriainOkinawanrivers(BarakaSeka‐

dende）

報得lllと国湯川で､定期観察や24時間観察によっ

て栄責塩や溶存酸素などの時空間変化を明らか

にした｡そのほか､落ち葉の分解速度を調べる実

験やバクテリア､底生微細藻類､流下有機物､底生

巻貝類の定臺調査をおこない､河川ごとの特徴と

違いについて考察した。

備瀬海岸は､砂浜､海草藻場､サンゴ礁などの異

なる環境が連続的に分布し､流入河lllがないとい

った特徴を持っている｡備瀬プ□ジェワトでは､簡

易式チャンバーを用いて､流入地下水や海草｡サ

ンゴなどの底生生物が沿岸域の物質循環に与え

る影響を複数の環境下で調べ､違いを明らかにし

た｡そして､栄養塩､アルカリ度､溶存態炭素などの

測定結果をもとに生物の活動と水質の変化につ

いて考察した｡そのほか､異なる環境下でのサン

ゴと海草の関係を調べた。

種
の
多
様
性

研
究
グ
ル
ー
プ

■・一『

Group２．Ecologicalrelationshipand

biogeochemicalcyclesintheBisecoral

reefOkinawa

tRecoveryofphotosyntheticactivityunder

st｢essconditions(ltayCohen）

2.ＧｒｏｗｔｈｄｙｎａｍｉｃｓｏｆＭｄｉｇｉｔａｔａｉｎｔｈeCoral

reefandtheSeagrassbeds(ShacharKoren）

3．Ecologicalrelationshipsandbiogeochemical

cyclesintheBisecoral「eefIOkinawa

（KimberlyKT1akagi）

4.pHjAlkalinity＆ＣａｒｂｏｎｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎｉｎＣｈａｍ－

ｂｅｒＥｘｐ(TomihikoHiguchi）

５０utflowingwaterfromthesedlment(Kana

Matoba）

呂
昌
摘
り
を
評
殴
嵯

画
針
・
ル
ー

aHF5

、荘￣曰囲

曇；「
し《

．（、

鴇､:I曇、

活
動
報
告
・
そ
の
他

罰

■

ｂ

■

証

￣

、

可｣

鈩蕊，Liil1I鰯
N1q6

備瀬海岸でのチヤンバー実験:干潮時の砂浜へチ

ヤンバーを設置(上)、満潮時に海草域のチヤンバ

ーから採水(下）

通ii鱸
球大学２１世紀ＣＯＥプログラム最終報告書
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可

凸

1■
■

１厘際ヅヅ競ラヴム。ワーク三jｸヨﾂﾞプ

’付 ﾀイトル

Ｉ皀
團 イ Photo

座上

、ｴえ叙包、｡～､~弁も旬一一EQOf症＝ソン記ソウム

サンゴ礁島幽系の生物多１jHI生

2005/3/10-11第1回国際シンポジウム

［サンゴ礁島岻系の生物多様性］
E壷一回■⑰…可頤型下■已西凸蛋一二P△￣詮･句やⅢ■ｔ￣■

ｱ凸凉大旱岸'巴証人の麺１日嗜巳糊して

鋳…蕊､ﾄー

[開催場所］

2005/3/１０１０:00-16:0０ボスターセツシヨン

（琉球大学研究者交流施設･50周年記念館）
2005/3/１１９:00-17:３０

沖縄県コンベンションセンター会議棟Ａ 平館１７年３月１１Ｂｋ
、帥ＭＥ罰、

｜鮭馳Uw2lNiI騨鷹Ｉ…■蛎轆率…2005/11/07-8 第2回国際シンポジウム

［ネコ科研究最前線:その生態の多様性と保全］

[開催場所］
2005/8/７９:30-17:3O

琉球大学西原キャンパス大学会館3階ホール

鵬
眼

鷲雑輝鰍雛離甥鶴辮！“…山:柵

H鱗i蕊v辮塑:評‘ 閃刀■■制ｑ￣

2006/１２/4-7 第3回国際共同シンポジウム
MTropicallslandEcosystemandSustainableDevelopment】，

1,1蕊l1iil

種
の
多
様
性

研
究
グ
ル
ー
プ

※CentredeRechercheslnsulairesetObservatoirede

l'Environnement(CRlOBE)およびRichardBGumpSouth
PacificResearchStation(UniversityofCalifOrniaBerkeley)と
の共同シンポジウム

様

ilLLlii蕊iihlii11illiiiliiiii[開催場所］

MooreaFrenchPolynesia

量
暴
露
襄
篭
漣

研
霊
負
ル
ー
ゴ

第4回国際ワークショップ
I1lntemationalWorkshoponTropicallslandBiodiversity:Across
LandandSeaM

2007/9/25-29

[開催場所］

シンガポール国立大学(シンガポール)および
ティオマン島(マレーシア）

活
動
報
告
・
そ
の
他

■ｒエヤＴＵＦ江で■ｱﾛｱﾜﾆZ■

ｉｕｌ
臨写ワガハサプ

生物多12什少狸昭的外来1且世界缶1bの
垣焼6,ｓの鞍耐

ばn2gUP印UDnUUIO二ｍ･ＢＴ■檀?
唾IHfL期ＡＴユ弍甲密１日■朝剪且下

男悪尖…卜i,､ﾜｲ…ﾜﾜqOO-d山ｗ､
少し君I主U即今寺ユUCLし■■"ロゴP

2008/11/１ 第5回国際ワークショツブ
生物多様'|生と侵略的外来種:世界各地の事例からの教司|｜
[開催場所］

琉球大学法文学部講義棟大講義室 八毛曲、

物1m目ILmtH

鑪鍵
1iiWii蕊iiilliiiiii第5回国際シンポジウム

沖縄の生物の未来一生物多様性の島から環境を考える‐
[開催場所］

沖縄コンベンションセンター／会議棟Ａ

2008/１１/３

＝宇凹迺写響琵-,Ｊ■ゴロ

琉球大学２１世紀CＯＥプログラム最終報告

篦豊隷7７
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ＣＯＥｼﾝﾎﾟｦｳﾑ(主催)’

ポスターﾀイトル日付

第一回シンポジウム開催
｢サンゴ礁島llu系の生物多様'|生研究その意義と革新的展開」

2004/１０/６

鱸i鍵灘Ｉ
特別講演会「琉球列島の生物多様性と私」2004/11/2２

｡■甲ｕｗ１ｐ匹嘩知り…■■』ロ

「LQ1K31I囚の生物必旧性とＪＬ「

艤舗点讃騨Ｉ欝鰯

北大-京大-琉大連携水圏フィールド科学シンポジウム2004/１２/４

教育セミナー:初心者向けSEM講習会「SEMで何が見えるか」2005/3/1４

出Ｎ凶１９WZHWJ0jsRIsIlNWf

IHIlI列国、止脚阿卯の
蔚施nEI側

Ⅲ｡|…5qT4pI1I1罪1B河｜
■P沢ｗＵＴＤＹ■1Ｗ万

一一

公開シンポジウム［琉球列島の生物研究の新たな展開］2005/5/1４

鑓
"|蕊

ｌ■－■▽⑪再司●●■、ウーーーぃ｡ｌ

生_物の多様性
-そのBTh行吋ﾄ価全一京都大学｡北海道大学｡東京大学｡琉球大学4拠点合同公開シンポジウム

「生物の多様性‐その成り立ちと保全-」

2005/6/1８

種
の
多
犠
牲

研
究
グ
ル
ー
プ

鱗一一一一一一
羽一》

一一》一一一一一一一

The4thlntemationalSymposlum

［MarineBio-ManipulationFrontlerforFoodProduction］

2005/１０/8-11

i篝讓聯

ェ
昌
一
蝿
嘉
⑪
》
雫
型
慢

勵
毒
藝
－
１
－
プ

■■弓･■且沼児。■７４友方比■■■

､が■血－し■白砂巧打■句■｡~⑤守らは宙白

石垣島シンポジウム

[亜熱帯｡熱帯域に生息する南方系魚類の性成熟研究と
種苗牛岸技術開発に関する研究会］

2005/１１/07-8
■■■■－，ｍ“侭h

：髄畳等等＝亀．冨一蕊一》

巳￣■■

生物多様性4拠点連携プログ$ラムSCSJointSemlnar
［生物多様性研究の連携と発展］

2005/１２/19-22
鰯

露璽

活
動
報
告
・
そ
の
他

２１世紀ＣＯＥ北海道大学｡東京大学･京都大学｡琉球大学

4拠点合同公開シンポジウム『多様'|生と自然史一地球と生物の相互関係」

2006/7/28-29

ワーワショップ2006/１１/６
サンゴ懇と

海底熱水活動が
生み出す生態系
ﾘnBq8rDF■･ﾛ伎肥■

鯛１Ｍ鯛,組劉BPo
FU

￣Y詞
I凸Ｐ■ヰー鐸ａＱＤ－週■西

騨爾'鴬
口｢.熟岳学j、山

｢サンゴ礁と海底熱水活動が生み出す生態系」

第5回鰊皮動物研究集会｢赫皮動物学の最前線」
FO罫、Ⅲ、、曰

嚇lGImh鞄学の福B､鱒9
面■■や90■5Ｗ■和再弔如く軍釦占尚.
、研一唾何仙βロ山詞削げ

￣■■ﾛﾘｩＴ＝＝的

●Ｏ脚ｕ凸■●騨一■ｑ

－－!■－－=唖

ﾛｮ患＝jwp

四BNF酒雪珂.Ｖ台Ｗ目

2008/１２/1３
LDI'､＝11如迂山…■■

片■■伯」四詞ＭＥ

山

鱸:球奮２１世紀CoEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ最… 7８
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、

h

■

ilCCEう流ﾂﾞ弧'(共催〉

日付 タイトル ボスター

⑬､……凸郎…｡'Ｉ…'"△
t宮よ』b勘~li･IIT~「０，匹.ｺﾞｰ目,【ﾛ,18墜重竺立2005/3/19 COE共催公開シンポジ$ウム

「琉球列島の生物地理学研究一最近の話題と含後の展開一」 蝋､鐘１８悪H6;螺且辮躯｡
■■■■CG■P■■■リ

ー一

再…￣･■､■力ｈ■■

ＤＨＵ■ｗｍＲＵ■画

■句同月辰■、両■・●凸▼○曲■心6

幹一

、●句▲■■｢且■ゆめ◆■■＝ﾛ'

繍
鬮
露

一一

Ⅱ已已■■凸n℃■凹凸望』凸qnL処

蝋窺汽Kliiillﾍﾞｰ
ﾙﾂﾞﾄﾞ麹ｳﾞ鰯息…」

2006/5/1３ 琉球大学２１世紀COEプ□グラム･沖縄生物学会共催公開シンポジウム
「ﾚｯﾄﾞデータブッワを考える」

ﾙｯ…ブック鞠識」

鑿鱸；
一隠顎

2006/9/1４ 琉球大学熱帯生物圏研究センター共同利用研究会
(琉球大学２１世紀COEプ□グラム共催）

「生物時計の多様性と生態機能に関する研究のトピックス」

2007/5/2６ ２１世紀ＣＯＥプ□グラム共催

沖縄生物学会第44回大会｡公開シンポジウム
「外来種法の盲点-見えない脅威と琉球列島の生物多様性-」

i艤繍議
蹄|;lii鷲\鍵蝋
纐:……蕊

i灘iiiiiiﾄﾞｲH::i灘

欝ji蕊Ｉ

研
究
グ
ル
ー
プ

種
の
多
様
性

2008/5/2４ 琉球大学２１世紀ＣＯＥプ□グ､ラム共催

土壌動物学会｡沖縄生物学会合同公開シンポジウム
「沖縄の生物:環境変化がもたらした影響」

WwWF印所■p臼、T｣

勢`『蜜ﾘﾘﾄﾞ鰯御
郛の￣含珂哩岬GlH

u将?；鵠H；81獅
曲Ｂｒ…■『

h坐さ■

たらし令顛

HolrDヨ

ＢＴｎ石

iiiiiii蕊ii灘&
凸凸回

露ASE

己
匡
’
一
零
曇
・
’

１
ト
ー

。
且
司
亘
８
Ｊ
■
。
Ⅱ
Ⅱ

活
動
報
告
・
そ
の
他

琉球大学２１世紀ＣＯＥプログラム最

壁鶯鐵鐵）し7９

日付タイトル



ＣＯ鷹セミナーＩ
ポスタ講演 者セミナー内容

回
叫
羽

付
１
０
１

日
第
２
９

￣

ProfBrajNandanPrasad

(Tribhuvan大学､ネパール）

Co-ordinator,ＢｉotechnologyTribhuvanUniversity，

Ｎｅｐａｌ

Azolla-Cyanobacteriasymbiosisfo「Ｒｉｃｅ

Ｐ｢oductivity-UseofCyanobactreiaforSustainable

RiceProductMtyinＮｅｐａｌ

－ネパールにおけるラン藻=ウキクサ共生系の応用に

よる食糧増産研究

、r･TarikkMeziane

CentreforAquaticProcessesandPollution

SchoolofEnvironmentalandAppliedScienc-

esandGriffithUnlve｢sity-Aust｢alia

Theuseoffattyacidmarkerstoassesstheorigin

andfateoforganicmatterincoastalenvironment

沿岸域における有機物の起源と運命一脂肪酸を用

いた解析一

第２回

2004／

１０/４

■－－■－い

￣▲■可｡￣Ｂｑ出■ｑ■￣古

、r,ＭｉｃｈａｅＩＥＣｏｈｅｎ

(米国農務省USDA-ARS､ワシントン）

ＵＳＤＡ－ＡＲＳ，FruitT｢eeResearchaborato｢ｙ

Washington，ＵＳＡ

Suppressionofrootrotdiseasesbybrassicaspp
Seedmealamendments

アブラナ搾りかすを用いた植物感染抑制

第３回

2004／

１２/1４

h■い“b凸duLや…

ﾆﾆﾆｰｰｰﾛ＝’二ｋ

基．，＄

鱒
SequestereddefensivecompoundsinamphibiansAIanH,Savitzky

andreptiIes:Aretheymorecommonthanwe
think？

ChemicalevidencefordietarytoxinsequestrationDeborahA｡Hutchinson

intheyamakagashi,Rhabdoph/ＳｆｊｇＭ７ｕｓ

第４回

2005／

１/2４

Ｉ,｡､■Qg--ロー'

1iii騨臘識11:；

ワニ単一LSOや咄⑩色●皿■車討c

HIn~''511

辮艫露H|：
野外翻史のEMRとlFHL2`

i徽纐｡f~鐘!y軍
ilxx鍵j罵少凸｣

蕊蕊蕊露…

桑村哲夫(中京大学｡教壹部）

西川昭(琉球大学｡熱帯生物圏研究センター）

酒井一彦(琉球大学｡熱帯生物圏研究-ビノター）

中嶋康裕(曰本大学･経済学部）

沖縄の海にサンゴは戻らない？

沖縄のサンゴ礁における野外研究の現状と展望

第５回

2005／

１/2８

種
の
多
様
性

研
”

グ
ル

フDrNagaraju,Ｊ，

CDF､研究所分子遺伝部｡部長ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ

StaffScientist＆Chief,Laboratoryof

MolecularGenetics,CenterforDNAFingerp｢int-

ingandDiagnostics,Hyderabad,lndia

Theevolutionarydynamicsofmarlｎｅｒｅｌｅｍｅｎｔｓｉｎ

ｓｉｌｋｍｏｔｈｓ

第６回

2005／

２/1８

1片■wHU⑭uw2＄￣、凶
亀〆＝c▲宥制1世、■dhO

…粗窯圃一

棹
上

面
宙
望
１
Ｊ、r・BrettA・NeiIan

FellowoftheAustraIianResearchCounciland

Chai「ofEnvironmentalandHealthMicrobiology，

SchoolofBiotechnologyandBiomolecular

Sciences1TheUniversitｙｏｆＮｅｗＳｏｕｔｈＷａｌｅｓ

ＭｓＬｅａｎｎｅＰｅａｒｓｏn

SchoolofBlotechnologyandBiomolecular
Sciences

TheUnive｢sityofNewSouthWales

'iAstrobio1ogyandthelivingrocｋｓｏｆＳｈａｒｋＢａｙ.Ⅱ

｢宇宙生物学とシヤークベイの生きている岩」

第７回

2005／

３/４ 騨鑿塁

露鑿
ⅢlnactivationofanABCtransporte｢,ｍｃｙＨ，results

lnlossofmic｢ocystinp｢oductioninthecyanobac-
teriUmm 活

動
報
告
。
そ
の
他

DIzFrancescPiferrer

lnstituteofMarineSciences,Spanish

CouncillbrScientificResea｢chjBarcelona，Spain

第８回

2005／

３/1６

Geneticandenvi｢onmentaldeterminantsofsex

differentiationintheeuropeanseabass

(Djcenharchus/abﾉ白x）

ＰｒｏｆＴｈｏｍａｓＭｏｏｎ

ＤｅｐａｒｔｍｅｎｔｏｆＢｉｏlogylUniversityofOttawa，

Canada

Dr･MattVijayan

DepartmentofBiology,UniversityofWaterloq

Canada

Ｆｉｓｈｈｏ｢monesandpharmaceuticalsasendocrine

disruptors

第９回

2005／

７/１

Ｉｉ迩呂B麹

|虞央・-淫窒脚岸’

f鐘i護鶴
Stressaxisinfish:mechanlsmsofactionandin

action
＃麹

－－■凸■－－

蕊
ProfYehudaBenayahu

DepartmentofZoology,TblAvivUniversity
第10回

2005／

７/2０

lntegratedeventsduringonsetofcoral-algal

symbiosis

■■兵寸丘守■Ｆ１ﾛＧロー■五

p■.琉球大学２１世紀COEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ最終報告書 8０
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セミナー内容 講演書 ポスター
凸二、１回uUr四Ｗ屯志セエナー

生物多様性の分子的基盤を求めて

嗅覚系の分子神経生物学からチョウの多様'性生物学へ

大瀧ゴー

神奈川大学｡理学部｡生物科学科､助手

西川潮

国立環境研究所･生物多様性プ□ｼﾞｪﾜﾄｸﾞループ、

NIESポスドクフェ□－

DroJoeSMLee

DilCctorofiheCenbrefbrAquaicP｢ocessesand

Pollulion,SchoolofEnvironmentalandAppliedScience

GriffithUnive｢sity,Australia

CentreforAquaticProcessesandPollution所長

型JTEPTVERnM
■工▼

Ｌ一一一一上■

』 鯛》》

坐團｣駒圀水域の中枢種

生態系機能におけるザリガー類の役割
早陞１１年”1羽ﾛ■

01ｍ■■十ｍ心で

耳■￣－－

皿｢Ｕ品TL士｣二'z=z9lm■「

■

第１２回

2005／

１０/1２

"Mangrovetrophlcecology:myths,missinglinks

andmethodologicalissues'，

マングローブ､域の食物連鎖:すべての生物は本当に
つながっているか？

四■

謹譜風

【‐ｆｌＩＩＩ》

『霊》

鰯
第13回

2006／

６/６

PhotosynthesisandChlorophyllFluorescence

｢光合成とク□□フィル蛍光測定」

園池公毅

東京大学･新領域
、r･KintakeSonoike

Associateprofessor,TheUniversityofTbkyo 〒典IIWpbnblJ1次■l｣Ｐ

ＭＩ■1-1■1,肖

凹■凸～凸強501.翰凸⑪

LTUJWm孤虹FtrmTLU尹的､で

－－－･堂須田L

廷･閏尉冊邑P
FI311mp｢lcultu｢qqnd

lhocoralmDlzo「

ElMBnnunhnppy

第１４回

2006／

７/1８

FishmaricultureandthecoralreefsofEilatan

unhappymarnage

魚の養殖とエイラットのサンゴ礁:不幸な結婚

D｢・YossiLoya

DepartmentofZoology1T1elAvivUniversity,1s｢ael lT1qrnagO
Bp■uhOnF+の牙出ｒｎｍＢ的■

霧■種
の
多
様
性

研
究
グ
ル
ー

ｕｍＩ↓■謡ﾓﾆﾆｾ巳赤

鱈￣＝
MUIIcM■ＴＨＭ啄仙jIoM

lMMW蝋lWW'Mノユ
lIIRMルⅡOII1nbPⅡIl5I
HIW且ma12)

第15回

2006／

８/４

Molecularphylogenyandmorphologicalevolution

inlizardsofthegenusP1estlodon(Reptilia：
Squamata）

MatthewGBrandIey

DepartmentoflntegrativeBioIogy

UniversityofCallfomia,Berkeley
平皿1BETOn4n【ﾛpIII

Q■I串拒】殉

▲剣■1hｈ冊Ⅱ胡ＥｗＬｎ

ｕＩは｣ＢＴ■圷釘■w宮山侯■汁.

と公営向■山邑Ｔ由■￣似⑭OB

■■均一

プ

些艶二目上…■u￣

ＰｍＰ－=＝戸ざ－－

iiiiiiii:蕊
apoc｢ﾛ回d1vu回IｌｙＩｎｍ

第16回

2006／

９/2１

Maintenancemechanismsofplantspeciesdive｢sity

inasubtropicalibrestontheRyukyulslands

琉球列島における亜熱帯林の植物種多様'|'生維持機構

久保田康裕

(鹿児島大学･教育学部）

、r･ＹａｓｕｈｉｒｏＫｕｂｏｔａ

ＦａｃｕｌｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉonKagoshimaUnive｢sity麓
、
ど
一
ヴ
．
△
膣

距
時
Ⅲ

零
劃
、
莞
二 i騨蕊、“

▲莞－９－０■晶旬山,心昴＿『

田
園 騎
鱸第１７回

2006／

９/2９

ThaiSeagrassCommunity:presentandfuture

challenges

､r･ChittimaAryuthaka

Kasetsa｢tUniversity,Bangkok,Thailand

第18回

2006／

１０/2６

Canphytoplanktoncopewiththeincreaseof

ultravioletduetoozonedepletion？

、r･JoseeBouchard

lnstitutedesScienｃｅｓｄｅｌａＭｅ「

deRimouski,Quebec,Canada |麹
扇％農ノツ｡
。』塊い…鰹

活
動
報
告
・
そ
の
他

第19回沖縄トラフの熱水活動が作り出す深海環境
2006／

１１/７

石橋純一郎

九ﾘ''１大学理学研究院

地球惑星科学部門助教授 鑪鑿!’
'１１０＝’

第20回

2006／

１１/1４

東京大学教授寺島_朗

ProflchiroTerashima

(TheUniversltyofTbkyo）

Whyandhowaresunleavesthickerthanshade

leaves？

_ＡｎａｐｐｒＯａＣｈｂａＳｅｄＯｎａｎａｌｙＳｉＳＯｆＣＯ２diffUSiOn
withinaleaf

陽葉は陰葉よりもなぜ厚いのか？CO2の拡散から考える｡

､Ｗ可転式oU守可■qご

ﾛロＢＢＤ「=■d8B9DUHq5d

P旧=､■拙■式-？■知守圧丘７

制
し
．
．

“一一

尻,騨溶･￣’２
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１

ＣＯ鷹セミナーＩ

ボボスター
型::悪H悪FDq-

iL?『E蜀匹⑬G

nrmH労可田二さ7かｎ回、

要二二とニニヮー
山、山師門‐■■字■ＬｍＤ

講演者セミナー内容ﾐナ曰付

第21回

2006／

１１/2０

RajendranPaIaniswami,ＰｈＤ･

ReaderinZoology,VivekanandaColIege

MaduraiKamarajUniversitMINDlA

Mic｢obialBIoremediatlon

微生物による環境浄化

艫！
＝翠L;＝駿

跡騨輌ｗ－蝉Ⅱ

郷iM灘州竺

旦＆－－

IYlOlCCU1QrDiVCrSitYOf
tI1eOlfQctorySystcm

癖\#Ｉｆ－
ｂ－＝

ＪａｍｅｓＤａｖｉｓＲｅｉｍｅｒ

(高知県黒潮生物研究所）

中村崇(琉球大学理工学研究科）

金谷弦(東北大学東北アジア研究センター）

スナギン三ノャワ目の系統と進化

サンゴにおける水流環境の重要'性

東北地方の汽水域に生息する埋在'|生二枚貝

-その餌資源､環境改変効果および種間相互作用一

MolecularDive｢sityoftheOlfactorySystem

U臭覚系の分子多様性

第22回

2007／

１/2３

ProfPeterMombaerts

ProfessorandHead,Labo｢ato｢yofDevelopmen-

talBiologyandNeurogenetics，

TheRockefellerUnlve｢sity,ＮｅｗＹｂ｢ｋ

第23回

2007／

４/2７

鶴ii鑿iii

愛懸

ＤＩＰ･ＲａＩｐｈＡ･Ｌｅｗｉｎ

(ScrippslnstituteofOceanography1UCSD）

Lewin博士(スクリプス海洋研究所）

ＤｒＬａｎｎａＣｈｅｎｇ

(ScrippslnstituteofOceanog｢aphy,UCSD）

Cheng博士(スクリプス海洋研究所）

Blackalgaeonwhitewalls:Gloeocapsa,etc．

(Cyanophyta):白い壁を覆う黒い藍藻

第24回

2007／

６/1８

lnsectsinmarlneenvlronments:海の昆虫

鰯｡二塁：

種
の
多
様
性

研
究
グ
ル
ー
プ

、r･MauricioRodriguez-Lanetty

UQPostdocto｢alFellow-CentreforMarine

Studies,UniversityofQueenslandI1

Whatmicroarraysaretellingusaboutthecell

biologyofcnidarian-dinoflagellatesymbioses

第25回

2007／

６/1９ 画麹騨霧一

松田洋一教授
ProfYoichiMatsuda

AnimalCytogeneticsResearchG｢Cup，
CreativeResearchlnitiative,HokkaidoUnive｢sitｙ

北海道大宅創生科学共同研究機構動物染色体研
究グループ

MolecularcytogeneticapproachtoComparative

genomicsofamnlotes
Chromosomeevolutionandsexchromosome

differentiationinbirdsandreptiles

第26回

2007／

６/2１

生
態
系
⑭
曇
奉
諒
睦

研
霊
蓑
ル
ー
プ

盲羊膜類のゲノム比較への分子細胞遺伝学的アプローチ ■

閂』一

一一一一》｛』』。第27回FieldBlologyofPlacozoans(Trlchoplax）

2007／

９/1９Lunarreproductivecyclesandhybridizationin
Diadema

ＤｒｏＶｉｃｋｉＰｅａｒｓｅ

(Unive｢sityofCalifomia,SantaCruz）

、r･ＪｏｈｎＰｅａｒｓｅ

(UniversityofCalifomia,SantaCruz）

鑪艤一 プ

第28回Dynamica}systemsapp｢oachestoneurosclence
2007／

１０/2３

Ｄｒ･KIausMoStiefeI

PnnciplelnvestigatoETheoreticalandExpenmental

NeurobiologyUnit

OkinawalnstituteofSdenceandTbchnology(OlST）
独立行政法人沖縄科学技術研究基盤整備機構
沖縄科学技術大学院大学

｢実験神経生物学ユニット｣研究代表者

クラウス.シユテイーフエル博士

Rエロ

DynnmlclTJ

3y11pmSnPPm③chcs
r｡、our｡ごc化nc⑧Ⅲ一一一一一》一》一》一一一

露
偲
濟
辮
》
鰄
謹

活
動
報
告
・
そ
の
他￣

ｋＬ

ＩＭｕ印“｡「｢hOlTlにmmm

onlhBggﾕ｢｢uｲfn4-jjn｣0,5
,ｍｿﾞＦｍＵｑＤＢｎｅｍｎｏｎ
ｍＶ－ｎ－佃也夕■門、ヂゲー凸戸一一

塵fb4h60bOな

燭:長月認ii…
DpBn■Ｗｻ●ＵＰＴＨＰ●J0℃9台GDCヅル

ーー民＝二,2厩習AＰ

lnfluenceofthemicrofloraonthegastromtestinal

nltricoxidegeneration

Studiesinnewborninfantsandgerm-freeanimals

第29回

2007／

１１/1９

Dr･TanjaSobko

DeptoflnfectiousDiseasesKyo｢inUnive｢sity

SchoolofMedicin

RＩ－－

鱸辮蝿｜
|鰯雲一

Thest｢essresponseinfish,relevancetoclimate

changeandtheenvironment

第30回

2007／

１２/1１

ProfGeorgeK」wama

DeanofFacultyofScienceDepaItmentof

BioIogyCarletonUniversity,Canada

鑿iii1鍵

i灘，
球大学２１世紀ＣＯＥプログ゛ラム最終報告書
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セミナー内容 演

罹一瞥鱸一一一一
ポ

炭

lnvestigatingcoralbiologyusingESTSand

micmarrays

Candidategenesforcalcification,Metamorphosis
andsymbiosis

Prof･ＤａｖｉｄＪ･MiIIer

Biochemist｢yandMolecula「Biology，

ComparativeGenomicsCentre，

JamesCookUniversity

第32回

２００８

１/2５

｢生物多様性と分析化学」
細胞膜受容体による外界情報処理機構

-多様な生物に見出される共通性一

(蛍光相互相関分光分析法の応用）

電気生理学的な手法を用いたシナプス伝達解析

(パッチクラソプ法と2光子励起顕微鏡の応用）

二次イオン質量分析計による生物起源炭酸塩の分析
Analysisofbiogenicca｢bonateusing

NanoSlMS(SecondarylonMassSpectrometry）
ＳＩＭＳが切り拓く準非破壊分析による高分解能環境指標
分析の未来

生物多槻性

と分析化学

焉宝T翻戸ＦｐＦ

劇::蕊鍾愛ｗ

劇謡鞄璽…鼬
mOLFnd

二次イオン同風分析8tによる
生油ｎ画良凹埋の分冊

丸山一郎博士

(OlST･情報処理生物学ユニット長）

新道智視博士

(OlST･神経生物学ユニット研究員）

第33回

2008／

４/2４

ProfYujiSano

OceanResearchlnstitute，

TheUnlversityofTbkyo

東京大学海洋研究所教授佐野有司

川一戦一一一一艫雛勤

第34回

2008／

５/１

新田英之博士

キューリー研究所研究員

Highspeedandhighlysensitlvebiomolecule

measurementsbyMEMSbasedmicrodevlces

MEMS技術による極微小デバイスを用いた生体分
子高速｡高感度計

種
の
多
様
性

研
究
グ
ル
ー
プ

■ＨＯ■の

零口宮!■○ＰＳＴ

雪ヨイ旨Pト医Ｆ－
第35回

2008／

５/2０

21stCentu｢yCenterofExcellenceprogram

(COE)forUniversityoftheRyukyusand
OkinawalnstituteofScienceand

Technology(OlST)JointSeminar

佐藤矩行(OlST)DrNoriSatoh

B高道雄DrMichioHidaka

徳田岳DrCakuTbkuda

￣■

■■￣■

■▲か｡｡､●･

露鑿鑿
臼延…,

鰯……
、曲宕■円柱■ＩＣ■YuuU印Ｗ凶只坤レア

露蕊:;ｉｉＨ鯖::､鵠“

第36回

2008／

６/1３

、｢･AndrewHBaird

PrincipalResearchFellow

ARCCentreofExcellencefOrCoralReef

Studies,JamesCookUniversity,TbwnsvilIe

Envi｢onmentalcontrolsandevolutionary

constraintsoncoralsymbiosis:ｃａｎｃｏｒａｌｓｃｏｐｅ
ｗｉｔｈｔｈｅｓｔｒｅｓｓｏｆmodernlife？

生
擢
系
の
臺
様
性

研
乳
ダ
ル
ー
臣

Ｉ
第37回

2008／

６/2１

ＲｏｂｅＩＰｔＨＲｉｃｈｍｏｎｄ,PhoD

ResearchProfesso「

KewaloMa｢ineLaborato｢y

UniversityofHawaiiatManoa

1．WatershedsandCoralReefs

ConservationScience,Policyandlmpiementation

2ReproductionandRecruitmentinCorals

criticalLinksinthePersistenceofReefS

3・ValuationofcoralsandcoralreefS

RZPbDP●｡…山｡｡｡

劇襲ﾆー
８扣止■…亘負榊口UmHBtIo

･＝向占鼠ｾﾞ面

小西I■ｕｌ■辻百＄ｗ■、●Ｍ函r■I

F漣▽

露』骨`'１Blu…,

■－－⑭￣“■■●Ｂ■ご●

￣

ＴｈＧｕｎ可…｡Eef町h、剣。
■､αごqU｡｢１６ｍ｣｡fp8lrnZh面J■

･鶴…－－－－
山B0nIu中hI肪iG18白

田….』鰯馳
UUb･Ｉ９ｌｌＴｊｕ

ＢＦｍ巾､叩睡U…,-,円nd
fun亡[的n.

劇筥篝=鼠＝

ProfZvyDubinsky
ProfessorofAquaticPhotobiologyandCo｢al

Ecophysiology

FacultyofLifeSciencesBa「llanUnive｢sity,lsrael

Dr､ProsperMfiIinge
Lecture｢,FacultyofAquaticSciencesand

TCchnologyPepartmentofAquaticEnvironmentand

Conse｢vationUniversityofDaressalaamTtmzanla

Prof･ZvyDubinsky
Professo｢ofAquaticPhotobiologyandCoral

Ecophysiology

FacultyofLifeSciencesBarllanUnive｢sityjlsrael

DroProsperMfilinge
Lecture｢,FacultyofAquaticSciencesand

T巳chnologyPepartmentofAquaticEnvi｢onmentand

ConservationUniversｉｔｙｏｆＤａｒｅｓｓａｌａａｍ,Tanzanla

第38回

2008／

６/2４

TheundeMaterlightfieldandaquaticphotosyn-
thesis

Estuarianeprocessesandfunctions

活
動
報
告
・
そ
の
他

Nutrientandenergyfluxesincora1ｓ

第39回

2008／

６/2６

－－Ⅱ

Thelinks/interactionsbetweenterrestriaｌａｎｄｔｈｅ

ｃ｢iticalmarinehabitats

(mang｢ovaseagrassesandcoralreefs）

rIOlWIbrWpIlI｣UI1UjILIr
IIuN⑫１，色｡”1部．

｣可仏浬一F

■■Ｂｍｌ■、-ｍ＝

囮－－晉号＝＿》
壱｜』，一第40回Thestressaxisinfish

2008／

８/７

MattMVijayan,ＰｈＤ．
P｢ofessorDepartmentofBiology

Unive｢sityofWatenoo(Canada）

一一佃一‐
←》一一一

琉球大学２１世紀ＣＯＥプログラム最終報告
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ミナー内容 演者セ日付

第41回

2008／

１０/９

Sensoryecologyandtheneuralcontrolof

behaviourinarthopods

節足動物の感覚生態学と神経動物行動学

、r･ＳｔｅｐｈａｎＳｈｕｉｃｈｉＨａｕｐｔ

Ｒｅｓｅａ｢chCente｢forAdvancedScienceand

Tbchnology，

TheUniversityofTbkyo

SoltsD｢ybcol◎Ｄｙ:１，．
１１１③jIour｡IconI｢p1D「

bcI1aVloW1na｢tUxrDpDds

▽四℃ｑＩｏｍｐ叫回、)
■￣■

￣▲出■－－＋凸

|露禺潟……｜
|'｡､｡､1..にW恩１２N:uv鄙'…Ｄｒ･ＲａｆａｅＩＦｒａｎｃｉｓｃｏＢｏｒｒｏｔｏＰａｅｚ

ｌｎｓｔitutodeEcologiaySistematica,Ｃｕｂａ

Conservationandmongoosecontrol(and

eradication)intheWestlndies:Anoverview

第42回

2008／

１０/2４

０，句ⅢＵ１

灘趣1$，
－－■￣■■￣エー

－－￣-－

第43回

2008／

１１/2６

Soundcommumnicationlndifferentspeclesof

clownfinshes

(AmphiprioninaePomacentridae)：

antatomMfunctionandrole

、r･OrphaIColIeye

ベルギー､リュージュ大学

Bdnn孝一nmunI園

dlIfb秘沸些PJ寸
凹DHIロ

ー▽己子

關j;i蝿5回ｉ

ＴＩ?iw咄」
、才升ＰＰＩＴＵ局内可■丙

顔:鯨,船

Ｉ曇議議:§蕊

TranscriptionalRegulationofMamｍａｌｉａｎＳｅｘ
Ｄｅｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ

、r･TracyMCIement

SchoolofMolecularBiosciences
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UndcrwoodFLSmに参加して.爬虫両棲類学会報２００４:DZ-lOZ

ll太田英利､小原祐二2004沖縄島南部におけるイポイモリの分布.爬虫両棲類学

会報2004:ll3-ll5

12太田英利､増永元2004塵民間列島の爬虫･両生類祖みどりいし15:21-35

13太田英和､藤井亮､岡本卓､疋忠努2004八重山諸島波照間島の外来'|生爬虫類

に関する新知見およびこれまでに同島から報告された爬虫類の記録に関するコ

メント爬虫両棲類学会報2004:128-137

14大澤正幸､藤田喜久2004カニ類幼生に関する最近の話題.海洋と生物ＺＯ：

210-220

15池田譲2004頭足類の社会'|生と知性基盤.曰本水産学会誌7(]:783-784

16中島仁美､岡田孝一郎､藤村弘行､新垣雄光､IIB原朗2004沖縄島周辺の海水

中で光化学的に生成する過酸化物.分析化学53:891-817

17中野義勝2004サンゴの重要性と白化現象の最新情報自然保護480Ｉ５－７

１８中野義勝2004サンゴの白化現象.「曰本のサンゴ礁｣(環境省･曰本サンゴ礁学会

編)､環境省､1,.44-50

19仲松綾乃､傳田哲郎､横田二嗣2004ミタニワラマゴケ(イワヒバ科)は沖繩島に

崖するのか？沖縄生物学会誌42;39-45

20土屋誠2004第10回国際サンゴ礁シンポジウムを終えて.かんきようリ;7-1(）

２１ナ屋誠､茅恨創､灘岡和夫(責任編集）２００４「曰本のサンゴ礁」曰本サンゴ礁学

会･環境省､373pｐ
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1６大城勝､津波古優子､立原一窓2005沖縄島におけるミナミトピハゼ､とトビハゼ

の巣穴形成場所の選択性.沖縄生物教育研究会誌37:9-18

17大城直雅､玉那覇康二､吉野哲夫zOO5沖縄県における化学物質と自然毒によ

る食中毒および苦情事例一平成16年度一.沖縄県衛生環境研究所報39;lzl-i33

18大森保200s沖縄のサンゴ礁から見える地球環境「サンゴ礁が語る地球環境」

曰本地球化学会公開講演会冊子､那覇市､PP,6-,

]0池田譲2005頭足類の社会性と行動一イカの心を探る-.月刊海洋37:404-409

20竹村明洋2005魚類における月齢同調産卵と月を利用した時刻あわせ.時間生

物学１１：１７－２２

２１中村剛､傳田哲郎､横田昌嗣2005琉球列島産ソテツCycas｢CvoluIeTllunberg(ソ

テツ科Cycadacc(1c)の種子形態.沖縄生物学会誌43:53-57

22土屋誠2005サンゴ礁生態系の劣化一保全と再生に向けてのあり方一月刊海洋

37,156-161

23土屋誠2005サンゴ礁島哩系における海岸景観の多様'|生一物質循環特性から者

える－月刊海洋／＝外40:lO5-IlI

24徳田岳2005大腸菌の分子生物学．「細胞生物学事典｣(石川統､黒岩常祥､永田

知宏編)､朝倉書店pp､26,-271

25曰高道雄２００５サンゴの白化．「水産大百科事典」朝倉書店

2６堀之内正博､中村洋平､佐野光彦､渋野拓郎2005沖縄県石西礁湖における海

草藻場保全地域の選定に関する研究:どの海草藻場を保全すれば魚類の種多様

性が維持できるか.LKIgulla(島根大学汽水域研究センター紀要）１２:63-67

27木暮哲也､青木久､前門見､松宮公態200S琉球石灰岩の_軸圧縮強度に与え

る寸法効果と岩石物性の影響.応用地質44:2斗

2８立原一態2005琉球列島にすむ魚．「希少淡水魚の現在と未来｣(片野修､森誠

一監修･編)､信山社pp295-310

29立原一悪2005(5)魚類-リユウキユウアユ､メダカ､ツバサハゼなど29種「改定．

沖縄県の絶滅のおそれのある野牛牛吻一動物編-ﾚｯﾄﾞデータおきなわ｣(沖縄県

編)､沖縄県文化環境自然保護課､那覇pl)｣44-188
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2２藤田陽子2004仮想評価法における抵抗回答の出現要因の検討塵良間諸島の

サンゴ礁保全を事例として.地域学研究34:367-378

28曰高道雄2004研究対象としてのサンゴのおもしろさｗｌＤＣﾉｲ刀ｌｃＪ(("('"c`『Ｇ

，ISSCC/(Jｲﾉo"/blDcl'G/0/""e"'(,/("'(/ＣＯ"(ﾉﾉｎＷ八'c/"I"１１'"。/･gﾘｿﾉVelIMs26:1-3

24本村浩之､吉野哲夫､高村直人2004曰本産フサカサゴ科オニカサゴ属魚類

（ＳＣＯ,刀(に"「`/“:Sc。'Jﾉﾛc"Qpsis)の分類学的検討.魚類学雑誌５１:89-115

25野□拓郎､新崎博貴､大森保､高田実弥Z004210Pl)／2Z6RIl法による熱水性重

晶石の生成年代測定.分析化学53:lOO9-lOl3

26立石廊一､松村俊一､山域者､新城利治2004琉球列島植物分布資料17.沖縄生

物学会誌４２:61-67
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[2005年和文業績］
］ArvcdlundM､竹村明洋､岩尾研二Z〔)05阿嘉島における大型イソギンチャクの生

息量と魚類との共生パターン.みどりいし16:Z7-3O

Z中西希､海老名千夏､坂□法明､土肥昭夫､伊澤雅子２００５飼育下におけるイリ

オモテヤマネコ雄個体の成長に伴う行動変化,沖縄生物学会誌43:]-13

３伊藤竜一2005「細胞小器官｣,｢真核細胞の起源･進化｣,｢頁核細胞｣,｢モデル生

物｣,「葉緑体｣の5項目を執筆．「細胞生物学事典｣(石川統､黒岩常祥､永田知

宏編)､朝j含書店

４伊澤雅子２００５ノネコ､マングースによるヤソバルワイナの捕食,遺伝59:34-39
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]0脇田'悟寿､與座(仲本）優子､来間和菜､傳田哲郎､立石庸一２００s琉球列島の

モダマ類.分類ｓ:9-19
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[2006年和文業績］

プ青木久､前門晃２００６石灰岩で構成される波莨棚の形成要因について:沖縄

島辺戸岬の事例．地形２７:461-475

２青木永､小暮哲也､前門見､松苣公憲２００６沖縄島荒崎海岸の迷子石｢カサカン

ジャー｣の定置時期に関する－考察,筑波大学陸域環境研究センター報告７；

53-58

３大瀧立二２００６ノーベル賞受賞者を囲むフォーラム｢科学のフロンティアを拓くｊ

に参加して.ＡｒｏｍａＲｅｓ７:92-93

４伊藤竜一､Khu｢shidaHK､徳田岳､山'１１奇秀雄２００６緑の植物に通う赤いタンパ

ワーヘモグロビンの謎．「美ら島の自然史‐サンゴ礁島喚系の生物多様性｣(琉球大

学２１世紀COEプログラム編集委員会編)､東海大学出版会､pp､211-224．

５伊澤雅子､渡辺伸一２００６西表島生態系の多様性-イリオモテヤマネコが鍵を握

る．「姜ら島の自然史-サンゴ礁島岨系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプ□

グラム編集委員会編)､東海大学出版会､pp､278-288.

6横田昌嗣２００６核型表記法周期．「ワ□モソームー植物染色体研究の方法一」

（福井希一､向井康比己､谷□研至編）萱賢堂ppl30-132

7下瀬環､立原一霞2006沖綱島に水揚げされる＝セクロホシフエダイの体長組

成と資源評価Lengthfrequencyandfishe｢Iesassessmentoftheblackspot

snapperLutjanesfulvinammuslandedatOkinawalsiand1Japan・曰本水産学会

誌７２６－１２

８吉郷英範､太田格､吉野哲夫２００６曰本初記録のネズツボ科魚類ワシヒゲヌメリ

（新称)EIeutherochirmccaddeni・魚類学雑誌５３:189-193

ｇ熊澤教眞２００６豪雨が腸炎ピブリオ中毒の発生を誘発する可能性について,曰

本食品微生物学会雑誌２３:93-98．

ﾌﾟＯ熊澤教員２００６巻貝の腸の□の小さな仲間だち．「姜ら島の自然史-サンゴ礁島

岨系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプ□グラム編集委員会編)､東海大学

出版会､ppll9言129．

ププ広瀬裕一２００６光を食べるホヤの話．「美ら島の自然史-サンゴ礁島luHI系の生物

多様性｣(琉球大学２１世紀COEプログラム編集委員会編)､東海大学出版会､pp，
１７９－１９０

７２高田未来美､立原一態2006沖綱島比地Ill水系におけるギンプナCarassius

auﾉ曰fus/angsdo〃の性比と倍数性,沖縄瀬物学会誌４４:２７－３４

７３＝丼秀行２００６琉球列島の内湾･干潟の動物の多様'性．「姜ら島の自然史‐サン

ゴ礁島姻系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプ□グラム編集委員会編)､東
海大学出版会､pp,３５－４７．

７４佐藤綾2006海辺にﾊｿﾐﾖｳあり｢森と水辺の甲森と水辺の
虫誌｣(丸山宗利編）東海大学出版会

甲虫誌

紀ＣＯＥフ□グ､ラム編集委員会編)､東海大学出版会､pp2-15・

太田英利､東正輝２００６南琉球産オオカミヘビ亜科(有鱗目ナミヘピ科)2固有

亜種における飼育下での産卵と孵化.Akamafal7:5-8

大城壁２００６地域経済における集積:展望.琉大経済研究７２:９－２８

大森保､藤村弘行２００６炭酸システムの変動から見えるサンゴ礁生態系の現在・

過去･未来．「美ら島の自然史-サンゴ礁島唄系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀

COEプログラム編集委員会編)､東海大学出版会､pp319-331

大森保､藤村弘行２００６サンゴの成長1足進技術に関する研究(1)．沖繩電力共同

研究報告書1-79

大瀧文=２００６嗅覚生物学の15年:におい受容体の発見からノーベル賞まで．

ＡｍｍａＲｅｓ７:72-77

大瀧文二２００６アカタテハ属の進化史を探る.昆虫DNA研究会ニコースレター５：

3-9

大瀧文二２００６匂い受容体の発見から機能解析まで．「匂いと香りの科学」（澁谷

達明､市Ⅱ|眞澄編)､朝倉書店､pp42-49

大瀧立二２００６「現代生物学の基本原理１５讃」大学教育出版､358ｐ

’’現代生物学の
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３g池原直樹､伊波善勇､尾111原正司､力､島幹男､lll上勲､北原孝､小林史郎､|左，

本敞､新里孝和､新城利治､洲鎌栄徳高良拓夫､澤

岻安雲､立石厭一､豊見山元､仲田栄二､新島義龍、

橋爪雅彦､治丼正一､比嘉清文､平岩篤､前津栄信、

松村俊一､宮城朝章､安田恵子､山城害､横田昌嗣

２００６種子植物･シダ植物．「改訂･沖縄県の絶滅のお

それのある野生生物(菌類編･植物編),－しツドデータ

おきなわ－｣(沖縄県文化環境部自然保護課編)､沖縄

県文化環境部自然保護課､pp57-360

40竹村明洋２００６月と暮らす魚たち．「姜ら島の自然史

一サンゴ礁島'11m系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀

ＣＯＥプログラム編集委員会編)､東海大学出版会､PＰ
225-235.

EWHJd沖同県の

屈詔のおそれ□室=
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7５ 山田明徳､徳＄岳､山'1苛秀雄２００６沖縄の深海ワー

ルドー海底温泉に密集する生物の謎を解け１１「美ら

島の自然史-サンゴ礁島luH1系の生物多様性｣(琉球大

学２１世紀COEプログラム編集委員会編)､東海大学

出版会､pp373-387、

若月強､青木久､小暮哲也､前門晃､松倉公憲

20062005年６月集中豪雨による沖縄島北部の千枚

岩の切り取り斜面に発生した表層崩壊の特徴.島姻

科学創刊号35-45

9ｍごTUUU岳

灘
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4プ竹村明洋､池田藷２００６時間とともに活動するサンゴ､焦牛物．「美ら島の邑然史一

サンゴ礁島''11系の生物多様'|生｣(琉球大学２１世紀COEプログラム編集委員会編)、

東海大学出版会､ＰＰ61-70.

42中村崇､山崎征太郎､神木隆行､山崎秀雄２００６サンゴ礁のストレス事情-浅瀬の

サンゴの我慢比べ-．「美ら島の自然史-サンゴ礁島|Mn系の生物多様性｣(琉球大学

２１世紀COEプログラム編集委員会編)､東海大学出版会､ppl32-146

ｲ３中村將小林靖尚､三浦さおり２００６サンゴ礁魚類の性分化､性転換機構の形態

学的､生理学的研究.水産総合研究セソター研究報告別冊４ｐｐ（9-25

4イ中島裕美子２００６転移性配列を利用した亜熱帯域生物の集団遺伝学的解析．「美

ら島の自然史-サンゴ礁島lUHl系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプログラム

編集委員会編)､東海大学出版会､pp87-100

45中野義勝､土屋誠､RungsupaS2006サンゴ礁の濁りと淡水‐景観の多様性を生

むサンゴ礁の多様な機能-．「美ら島の自然史-サ

lUIIlUDjMMｶﾘlMiMWIN蝉
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７７酒丼一彦２００６瀬底島周辺における造礁サンゴ彼度の変遷-25年を振り返る

－．みどりいし１７:15-19

ﾌﾞ８酒井一彦２００６多様なサンゴ礁生物の成り立ちとその守り方．「美ら島の自然史

一サンゴ礁島岨系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプログラム編集委員会

編)､東海大学出版会､pp,289-300

ﾌﾟg小林靖尚､三浦さおり､中村將２００６サンゴ礁魚類の'性の多様性-雌から雄へ、

雄から雌へ-．「姜ら島の自然史‐サンゴ礁島山系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀

ＣＯＥプログラム編集委員会編)､東海大学出版会､pp71-86

20須田彰一郎２００６緑色鞭毛藻類の生殖単細胞生物における有性生殖の意義．

「姜ら島の自然史-サンゴ礁島唄系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプログ

ラム編集委員会編)､東海大学出版会､pplO1-118

2ブ瀬能宏､吉野哲夫､鈴木寿之２００６沖縄県のレッドデータプツワに掲戦された保

全卜重要な淡水'|生ボラ科魚類の同定と新標準和名の提唱魚類学雑誌５３：

１９６－１９８

２２征矢野清､中村將２００６月目産卵魚カンモソハタの産卵関連行動．「テレメト

リーー水生動物の行動と漁具の運動解析｣､''百旱ﾈ十厚生闇､pp22-30

23青木久､小暮哲也､前門見､松倉公憲２００６琉球石灰岩の海食崖にみられる

ノツチの限界深さ八重山諸島･黒島での事例.沖縄地理７:25-32

24青木久､小暮哲也､前門見､朧瀬孝､松苣公憲２００６琉球石灰岩からなる海食

崖に発達するノッチの限界深さ:沖縄島荒lU奇海岸･宮古島東平妥名UI奇の顛例.島'１１ｍ

科学１:21-33

25青木久､前門男2006石灰岩で構成される海岸地形の多様性について:波食棚

の形成条件と形成高度に関する－者．「美ら島の自然史-サンゴ礁島'１１與系の生物

多様性｣(琉球大学２１世紀COEプ□グラム編集委員会編)､東海大学出版会､pp、

362-372

26青木久､前門晃２００６サンゴ礁海浜の前浜勾配に関する定量的予測.沖縄地理

７:79-84

27前田健､立原一悪２００６沖繩島汀間lllの魚類相.沖縄生物学会誌,44:7-25

28前門晃､徳永英二２００６オーランド･沖縄の自然地理とその変遷．（古城利明編）

「リージヨンの時代と島の自治:バルト海オーランド島と東シナ海沖縄島の比較研

究｣中央大学出版部31-58

29太田英利､高橋亮雄２００６カメの分類:特に邦産種の学名の変更を中心に.爬虫

両棲類学会報2006:131-139

30太田英利､高橋亮雄２００６琉球列島および周辺島吸の陸生脊椎動物相‐特徴と

その成り立ち．「美ら島の自然史-サンゴ礁島U､系の生物多様性｣(琉球大学21世
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ﾝゴ礁島|Mn系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀

COEプ□グ､ラム編集委員会編)､東海大学出版

会､pp301-318

鳥羽通久､太田英禾U2006アジアのマムシ亜科

の分類:特に邦産種の学名の変更を中心に爬虫

両棲類学会報2006:145-151
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4７
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ラム編集委員会編)､東海大学出版会､pP

236-245、

渡久山章､浦田裕子､翁長健､新里孝和､伊敷牧２００６養分を(乍ろ森．「姜ら島

の自然史‐サンゴ礁島喚系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプログラム編集

委員会編)､東海大学出版会､pp､248-257．

土屋誠､MnlingePL2006景色が変わるとかわるもの－サンゴ礁島喚系における

海岸景観機能の多様性．「美ら島の自然生-サンゴ礁島岻系の生物多様'|生｣(琉球

大学２１世紀COEプログラム編集委員会編)､東海大学出版会､pp332-349

土屋誠､上原剛２００６サンゴ礁を削って景観を作る－ナガウーの個室アパート．

｢美ら島の自然史‐サンゴ礁島喚系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプ□グラ

ム編集委員会編)､東海大学出版会､pp350-361

藤田陽子､大城肇２００６島唄経済システムと海域環境保全．「姜ら島の自然史一

サンゴ礁島姻系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプログラム編集委員会編)、

東海大学出版会､pp402-415

徳田岳２００６昆虫の食を支える微生物．「美ら島の自然史-サンゴ礁島lMB1系の生

物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプログラム編集委員会編)､東海大享出版会､PP

l91-210，

徳田岳､有田奈央､山'11奇秀雄２００６－酸化窒素(ＮＯ)発生の蛍光試薬Ⅲ二よる生体

4８

4９
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5７

5２
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琉球大学２１世紀COEブログラム最終

葱i雪鐵'71‐



和文業績’
2プ土屋誠２００７海水温が上昇し､サンゴi礁を変えている．自然保護499:８

２２桃下大､佐藤綾､村里由美２００７海浜性ハンミヨウの行動.毘中片自然４２:17-21

矢敷彩子､山□正士､合井秀行，２００７ハマグリ地域集団の遺伝的多様性に関す

２３る研究(1)､種の判別､種間交雑の把握2006年度環境科学総合研究所年報２５：

47-55

立原一恵２００７ダム湖はパラダイスーゴワラクハゼの生活史－，ウナジー達の大

2イ航海一オオウナギの生需EP-「や/uはるの清流一リユウキユウアユが楼める川づ

くり｣(諸喜田茂充､立原一憲編)､リユウキユウアユを蘇生させる会､沖縄県浦添

市､ppl64-171

國府万吾郎､横田昌嗣２００７琉球列島の絶滅危愼植物調査一ヒメシヨウジヨウバ

２５カマを例に－．国立科学博物館ニュース461:12-13

國府万吾郎､誠本正､横田昌嗣.2007琉球列島の絶滅危'}貝植物□.I可をすべきか

２６－植物園を中心に－．「曰本の植物園における生物多様'１生保全｣(石田源次郎､岩

科司､小西達夫､倉重祐二､壱Ⅱ|順子､遊111知久編)､曰本植物園協会･国立科

学博物館筑波実験植物園･植物園自然保護国際機構､pp,235-243

観察法.沖縄生物学会誌４４:45-52

54Ｂ高道雄､磯村尚子２００６サンゴの多様性-分類の難しさと多様性を生む仕組み．

「姜ら島の自然史-サンゴ礁島腿系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプログラ

ム編集委員会編)､東海大学出版会､ppl65-178

55曰高道雄２００６渇虫藻の多様性とサンゴのストレス耐'|生．「姜ら島の自然史-サンゴ

礁島哩系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプ□グラム編集委員会編)､東海大

学出版会､ppl47-164

56萩原秋男２００６マング□－プ林は炭素の貯蔵庫．「美ら島の自然史=サンゴ礁島

喚系の生物多犠牲｣(琉球大学２１世紀COEプログラム編集委員会編)､東海大学出

版会､pp258-277

57平井俊朗､中村將２００６魚類の性分化と内分泌かく乱物質．「環境ホルモンー水産

生物に対する影響実態と|乍用機構』|巨星ﾈ十厚生闇､ｐｐ､156-175

5B平嶋健太郎､立原一憲２００６沖縄島源河川におけるヨシノポリ属魚類の分布と食

性,魚類学雑誌５３:71-76

59木寺法子､太田英利2006琉球列黒痒ﾋﾊﾞｶﾘ属2種の飼育下での出産･産卵

CapIivreproductionoftwospeciesofthegenusAmph/esmaendemictothe

Ryukyus,Japan(Colub｢idae:Squamata)．Akamalal7:９－１２

６０木材良子､木村清志､吉郷英範､吉野哲夫２００６曰本初記録のヒイラギ科魚類２

種.魚類学雑誌５３:83-87

6プ立原一窓２００６琉球列島のマング□－プ水域で暮らす魚たちとその生活「美ら

島の自然史‐サンゴ礁島唄系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプログラム編

集委員会編)､東海大学出版会､pp48-60

62傳田哲郎２００６琉球列島におけるニガナ属の網状進化分類６:107-114

63傳田哲郎､横田昌嗣２００６琉球列島を舞台とした維管束植物の進化一琉球列島

における＝ガナ属(キク科)の異種間交雑と倍数性を中ICに．「美ら島の自然史-サ

ンゴ礁島喚系の生物多様性｣(琉球大学２１世紀COEプログラム編集委員会編)､東
海大学出版会､ppl6-34

[2008年和文業績］
７伊古田博嗣､小谷有司､中島仁美､岡忠孝一郎､新垣雄光､棚原朗２００８沖縄の

大気中過酸化物の計測と挙動に関する研究.地球化

学42169-77 1早左〒ご弓で…『癬弓示逗で､T弓宕煎祠再両

’大瀧正二200s｢………点蘂｣大３紹網学教育出版､160ｐ

@Ｍ蝋鰯:難藺繍MH鵠紹調Ｓ
内のﾊﾏｸﾞﾘ地域集団間の遺伝構造の比較2007年“現代生物学の

●基本原理度環境科学総合研究所年報２６:１－９

４横田昌嗣２００８初島住彦先生迫'|卓集編集にあたつ 要,肖集
て.沖縄生物学会誌４６:１

５横田昌嗣２００８初島住彦博土の業績目録

（1931-2007)．沖縄生物学会誌４６:５－２２

６横田昌嗣２００８後世に残すべき南大東島の貴重な植

物．「南大東島の人と自然」（中井精一､東和明､ダニエル□ソグ編),南方新社、

鹿児島､ppl76-191

７黒岩常祥､三角修已､高野博嘉､伊藤竜一､松永幸大２００８「細胞(基礎分子生

物学シリーズ第3巻)」朝倉書店､152ｐ，

８合井秀行２００８石垣島で採集された曰本初記録のドプガイモドキ(二枚貝綱:イシ

ガイ科)．沖縄生物学会誌４６:65-70,

g佐藤綾２００８海辺のハンミヨウ(コウチユウ目:ハンミヨウ科)の現状と保全.保全

生態学研究１３:103-110

プO須田彰一郎､比嘉清文､久場安次､横田昌嗣､香村眞徳､熊野茂２００８沖縄県に

生息する絶滅危愼藻類オキチモズワ(チスジノリ目,紅藻綱)について.沖縄生物学

会誌４６:23-32

ブプ須田彰一郎２００８南西諸島沿岸域からのプラシノ藻類を中心とした微細藻類の分

離･培養と系統分類学的研究./ＦＯＲｅｓＣｏｍｍｕｎ２２:53-62

プ２成瀬貧2008琉球大学風樹館に収蔵されている甲殻類標本から発見された琉球

列島新記録の短尾類(甲殻亜門:軟甲綱:十脚目)３種の報告.沖縄生物学会誌４６１
33-42

プ３）|l西祐一､伴野豊､藤本浩文､中島裕美子､前川秀彰２００８カイコとグワコの進

化的繋がり＝転移因子研究との関わりを含めて.Eniomofech32:79-86

秤太田英利､角田正美､中座寛泰､中山愛子２００８シ□アゴガエルの石垣島､なら

びに北大東島からの記録.Ａｋａｍａｌａｌ９:44-48

巧太田英利､高橋亮雄２００８宮古諸島の不思議な動

[2007年和文業績］
ブ田中淳一２００７海洋生物由来のアクチンを標的とする多様な分子.化学と生物

４５:１７７－１８５

２新垣雄光､伊古田博嗣､岡田孝一郎､黒木由貴子､中島仁美､柵原朗２００７沖縄

島沿岸における大気一海水間の過酸化水素の挙動.地球化学４１:35-41

３伊敷収､渡久山章２００７沖縄島米軍中部言|||練場内における河Ⅱl水の科学的研究．

陸水学雑誌６８:29-40

４大田英利２００７スタイネガー(1907)に掲載された曰本とその周辺地域のカメ類．

日本爬虫両生類学会報2203-211
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５太田英利２００７琉球列島の自然史．「ナチュラルヒス

トリーの時間｣(大学出版部協会編)pp,55-60大学出

版部協会

６久保田康治２００７「キヤンベル生物学｣(共訳)．丸善

７末吉豊文､星野一三雄､太田英利２００７宮11奇県曰南

市におけるオキナワキノボリトカゲ繁殖|固体群の発

見.宮崎県総合博物館研究紀要２８:１－５

B中本敦､金城和三､伊澤雅子２００７クピワオオコウモ

リPreのpuSdasyma〃sの餌リスト沖縄生物学会誌

４５６１－７７

９構田昌嗣２００７沖綱島の渓流植物．「やんはるの清

流リユウキュウアユ蘇れやんはるの自然へ」（諸喜田

茂充編)､リユウキユウアユを蘇生させる会､沖縄県浦

添市､pplO9-112

70横田昌嗣､兼本正､國府万吾郎200７琉球列島の

絶滅危愼植物I－沖縄県産絶滅危愼植物の現状一．

「日本の植物園における生物多様性保全｣(石田源次

郎､岩科司､小西達夫､倉重祐二､老11111頂子､遊Ⅱｌ

知久編）曰本植物圏協会･国立科学博物館筑波実験

植物園･植物園自然保護国際機構､pp220-225

プブ吉郷英範､武井直行､吉野哲夫.200７琉球列島で

確認された曰本初記録のタソガレスズメダイ(新称)．

曰本生物地理学会会報６２１９－２２

７２香村眞徳､立原一霧､仲宗恨幸男､小澤宏之､西平

守孝､新垣裕治､赤嶺得(三大森保(監修)２００７「中

城港湾泡顛地区生物ハンドプッワー海辺の生きものた

ち」沖縄総合事務局､143ｐ

ﾌﾟ３佐藤綾２００７ハンミヨウ学入門昆虫と自然４２:２－４

７\山崎秀雄２００７担当I頁自｢酸素毒性」「生化学事典」

（大島泰郎他編)､東京化学同人

７５青木久､春田知実､松四雄騎､前門臭､松宮公窓

ナチコヮルヒストリーのＵ３ｍＩ
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自然史へ誘う､25話
蕊i\l鑑;盤鏑iZH繭覇

物相．「宮古諸島の不思議な動物相」（宮古の自然と

文化を考える会編〉ボーダーインワ､那覇､pp、

24-44

ﾌﾞ６大澤正幸2008インドー西太平洋域のカニダマシ科

の分類､分布に関する研究の現状.タクサ(曰本動物

分類学会誌)２５:１３－２３

７７土屋誠２００８熱帯沿岸生態系の多様１件ﾉｰ相互関連

性.沿岸海洋研究４６:11-17

78波利井佐紀２００８綿説:造礁サンゴ幼生の分散過程：

分散範囲を規定する幼生の定着可能期間とエネル

ギー源Sessi/eOlUanjsms25:1-10
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HZhnrL輔い､ｆ巧几巳生■

中駐可刑旺ｒＢＲＲ

Ｉ懲蕊i鱗鱗
生物ハンドプッ ク

苗zEiの幽艶のにｈ－
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語尻込み

ii1鱗
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騨僻ｗ巴璽pＵ

[2009年和文業績］
プ中村剛,|左藤亜希子,小林峻,伊澤雅子,傳田哲郎,横田昌嗣２００９「世界の侵

略的外来種ワースト100｣の1種センニンサポテンOpuntiastricta(サボテン科)の

北大東島への侵入とその防除法.分類､印刷中

２中本敦､佐藤亜希子､金城和三､伊澤雅子２００９沖縄諸島におけるオリイオオコ

ウモリの分布と生息状況.U甫乳類科学４９､印刷中

３曰高道雄２００９第11章刺胞の射出「動物の｢動き｣の秘密にせまる:運動系の比

較生物学（シリーズ動物の多様な生き方第３巻)」共立出版

平鎌内悠Jll西祐一､矢後勝也､小田切顕一､上田恭一郎､伴野豊､前川秀彰、

Yu-FengHsu､黄勇平､曰高道雄､中島裕美子２００９台湾産クワコからのマリナ

ー様転移因子の単離とその系統解析.Entomotech33､印刷中

鱗鞄幽

顎函嘗"『.H霧:Z掘R醜

瞳識鰹鰹し壁麹４忽BRB霊Ｐ

■

２００７石垣島における台廊岩の形成条件と形成速度．

筑波大学陸域環境研究センター報告８:35-40

ﾌﾟ６大森保､藤村弘行２００７サンゴの成長促進技術に関する研究(2)．沖縄電力共同
研究報告醤(３月）１－６０

７７大瀧立二２００７新しい化学感覚受容体ファミリーの発見.Ａ/ｏｍａＲｅｓ８:４２－４５

７８中材洋平２００７サンゴ礁魚類浮遊仔魚の看底場選択機構Sessj/ｅＯＵａｎ/Sｍｓ
２４：111-119

ﾌﾟ９中村將２００７沖縄の魚の性転換.Ｂ本病態生理学会雑誌１６:25-28

20土屋誠２００７サンコ､礁の現状と保全一生態系機能とサービス-.演伝６１:72-75

蕊:ifliさ鑿
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沖縄島北部(やんばる)のみに生息する森林棲の鳥類｡飛翔力はな
いが強靭な脚を持ち､夜間は木に登り寝る｡絶滅危'|貝種｜Ａ類に指定
されており､現在もっとも絶滅に近い鳥類のひとつである｡本種は直
接観察が困難であり､その生態のほとんど不明である。
近年､過疎化に伴う農地の放棄などにより集落周辺での目撃が増加

した｡集落周辺では直接観察の機会が多く､山地部では見られなかっ
た新たな生態の解明が期待できる。

ヤンバルクイナ
Ｇａ"/ｒＥＷｕｓｏＭ７ａｗａｅ

（ツル目クイナ科）

撮影場所:国頭村丼ノ□彰良:理工学研究科

編集発行ＣＯＥ広報委員会レイアウト･テザイン協力 林干緒


